
Mulacara第 六 阜 とPipdanijjutti

奥 田 清 明

(一)

Vattakera本(以 下V. と記 す)とKundakunda本(=K.)と い う二 系 統 の 伝 本

に よ つ て 伝 わ る 空 衣 派 最 古 の 聖 典Mulacara(=Mac.)は, 全 十 二 章 か ら な り, そ

の 第 六 章 は, V. に 対 す る 註 釈 家Vasunandin(=Vasun.)1)やK. の 註 釈 家Pha-

qkule2)に よ つ て, Pinda-suddhyadhikaraと 題 さ れ て い る。 そ し て そ れ は, V. に

よ る と, 

1 pinda-suddhiを 説 く意 志 の 表 明

2 pipda-suddhiの 概 念 規 定(即 ち それ は,〔1〕uggama-, 〔II〕upPayapa-, 〔III〕esapa-

<狭義 の>,〔IV〕sarpjoyapa-,〔V〕pamapa,〔VI〕ihgala,〔VII〕dhnma-,〔VIII〕

karapa-の 八dosasを 離 れ た と こ ろ に成 立 す る)

3f.〔1〕 のuggama-d. の 総 数(即 ち16)明 示 と そ の 名 称 列 挙(即 ちadhakamm

等。 しか し, 全部 で17が 数 え られ て い る)

5ff. 各uggama-d. の 解 説: 

5 1 adhakamma; 6f. 2 uddesiya; 8 3 ajjhovajjha; 9 4 pudi-

kamma; 10 5 missa; 11 6 thavida; 12 7 bali; 13f. 8 pahudiya;.

15 9 padukkara; 16 10 kiya; 17 9 pamicca; 18 12 pariyatta 

19ff. 13 abhihada; 22 14 ubbhinna; 23 15 malaroha; 24 16 acchej-

ja; 25 17 anisattha
26f. 16の 〔II〕upPayana-d. の 名 称 列 挙(即 ちdhadi等)

28ff. 各uppayapa-d. の 解 説: 

28 1 dhadi; 29 2 dudi; 30 3 nimitta; 31 4 ajiva; 32 5

vanivaga; 33 6 tigiccha; 34f. 7 koha, 8 mana, 9 maya, 10 lo-

bha; 36 11 puvvi santhudi; 37 12 paccha santhudi; 38 13 vijja;

39 14 manta; 40 vijja L manta; 41 15 cunna; 42 is mula-kamma

43〔III〕esapa-d. の 総 数(即 ち10)明 示 と そ の 名 称 列 挙(九 つ の み! nikkhitta

が 欠 け る)

44ff. 各esana-d. の 解 説: 
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44 1 sankiya; 45 2 makkhiya; 46 3 nikkhitta; 47 4 pihiya; 

48 5 samvavaharana; 49ff. 6 dayaga; 53 7 ummissa; 54 8 apa-

rinaya; 55 9 litta; 56 10 chan. diya

57〔IV〕samjoyapa-d. と 〔V〕pamapa-d. の解 説

58〔VI〕ihgala-d. と 〔VII〕dhuma-d. の解 説

59ff. 〔VIII〕karapa-d. の解 説

63f. 総括: 摂 つ て良いasapaの 抽 象式 な指示(即 ち上の47d. と以下の14malas

を離れた, 九kotisに 関 して答のない食物を摂れと言 う。なお, 九kotis云 々の食物

とは, 身 ・口・意の何れによつても, 自分の為に自ら作つた り, 人 に作 らせた り, 人

が作つているのを承認 したりして得たものではないasaηaを 意味する)

65 14malasの 名称列挙

66ff. davvaに 関 してだけでな く, bhavaに 関 して も轡 な き食物 を摂れ とい う指

示 とその理由の陳述(こ の場合, davvaに 関 して轡なき食 物 とは生き物の含まれて

いない食物を言い, bhavaに 関 して云々とは, 自分の為に作 られたものではない食物

を指す)

69全pinda-d. の二 分化(即 ちそれ は, davvaに 関 す るd. とbhavaに 関 するd.

に分 けられると言 う)

70i摂 つ て良い食物 の示唆(esapa-samiiに 従 つて得た食物や, nivviyada, avanjapa

がそれである)

71esana-samiiのnikkheva

72食 物 の量 の決定(即 ち胃を占める食物と水 と空気の割合)

73食 事 時 間の指定

74f 行 乞 時 にお ける諸注意

76ff. 食 事 を してはな らない諸 々の場合 の列挙

82Mahaviraとsadhusへ の祈請

をその内容 としてい る。

と ころで, K. のversenumberは 上 の ものとは少 し異 な り, vv. の総 数 は78

で, それ にはV. に存 在 しな いvv. の 「入 り」 と, V. 76-81の 「出」が 見 られ

る。 そこで, 今 それを明示す るた めに両者のconcordanceを 記 す と, それ は次の

よ うになる。
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V.: 1～29, 30, 31～73, 欠, 74f., 76～81, 82, 欠

ii ii ii ii ii

K.: 1～29, 30, 31～73, 74, 75f., 欠, 77, 78

既 に拙 著において3), V. がdieurspranglichere Versionで あ ることが解 明 さ

れ てい るので, こ こではK. の744)と785)が 後 に挿 入 され たvv. で, V. の76

～816)はK. で は除外 され ている ことを指摘す るに止 めるが, この事は しか し, 

私 の所持す るV. が 全 て, 本 来 のtextを 伝 えているとい うことを意、味す る の で

はない。K. の一 写本(即 ちk1)8)だ けが 正 しいtextを 示 してい る場合 もある。

例 えばV. 43は, K1に 見 られ る姿 が正 しい。 即 ちV1-2とK39)は, そ れ を

sankida makkhida pihidam samvavaharana dayag' ummisse 

aparinada litta chodida esana-dosai dasa ede. 
 ab) pihida samo K3

と記すが, これではb)がunmetrischで あ る上 に, a～c)に 出 るdosasの 数 が

九つで あつて, これはd)の 「これ らが10のesapa-d. で あ る」 とい う言葉に一

致 しない。

一方Klは, そ のab)が......makkhida nikkhitta pihida saharana dayag'

ummisse, d)がesapa-dosa du dasa ede. と あつて, 我 々は これに よ つ て は じ

めて, 内容的 に も韻律の点で もperfectなtextを 得 ることがで きる。 しか もそ

れ は, 白 衣派 のPipda-nijjutti(=Pn.)10)520=Mahanisiha III. 44. 8のv. 11)に

ほ ぼ完全 に一致す る。 僅かな違いは, 前 者 がsahariyaで は な く, saharanaと い

う術語 を採 用 してい る点 にのみある。

このよ うに, v. 43に お いてK1の あ り方 が正 しい とす ると, v. 48に 関 して

も同様 の ことが言われなければな らない。 即 ちV1-2とK2は, 前 回 の よ うに等

しく同一 の偶: 

samvavaharanam kicca padadum idi cela-bhayanadinam 

asaikkhiya jam deyam samvavaharano havadi doso. 

 d) havadi eso K3

を伝 えるが, ひ と りK1の みが, d)をsaharapo so havadi dosoと して, v. 43

のsaharapaを 受 けている。

以上 の ようにK1は, そ れ がK. 系 統 の写本 であ るに も拘 らず, 時 に は これ の

みが, original versionを 保 持 してい ることがあるのである。
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(二)

と ころで, Mac. 第 六 章 は, 既 にE. Leumann12)が 指 摘 した よ うに, そ の幾 つ

か のvv. が 白衣派伝Pn. にparallelを 見 出し, しか も骨子を なすvv. は, 両

者 ほぼ一致す るので, 第 六章 は空衣派伝Pn. と言 われる。

しか しなが らこの ことは, 白衣派伝Pn. がoriginalで, 第 六 章はそれ を 受 け

継 いだとい うことを意味 しない。 白衣派のPn. は全671偶 か らな り, そ れが元 で

あ るとい うにはvv. の 数 が多すぎる し13), また八dosasや そ の細 目 に関 し て, 

そ の解釈が第六章の もの とは違 いすぎる14)。

一 方, 第 六 章を白衣派Pn. の依 拠 とす るの も, これまた不可能 で, そ の理 由の

一つ に, 上 の 「八dosasの 細 目云 々」 が挙 げ られ るし, また白衣派Pn. 15)は, そ

れ が1 pipqaの 解 説, 2 esana-nikkheva(davva. es., bhava-es. 等), 3 bhava-es.

(=八dosasを 離 れること)の 解説 とい う三部分か らな るのに対 して, 第 六章 は1

八dosasの 解 説 と2そ の付 記 とい う形 をとつてお り, こ うい う構成上 の違い も, 

両 者に貸借関係が ない ことを示唆す る。

いずれにせ よ我 々は, 現 存Pn. やMac. 第 六 章 を, そ れ ぞれ他 の直接 の拠 り所

とする ことはできず, か くして両者 とその大本 を なすtextと の 間 に, 空, 白 二

派 の別 々なtraditionの 存 在 を予想せ ざるを得 ないのであ る。

では一体, 現 存Pn. と第 六章では, ど ちらがoriginalに 近 いtextを 伝 えて

いるのであろ うか。

この問い に答 えるのは, 先 に も述べた通 り, 47のdosasの 解 釈が両者 に お い

て違 いす きるので, そ れは容易 な ことでは ない。

そこで ここでは, 両 本 にparallelの あ るvv. に 的 を絞 つて, そ の問 い の 一 部

1に答 えることに したい。

先ず第六章 の第二偶(=6.2)とPn. 1に つ いてで あるが16), 両 者 の大 き な違

い は, そ のd)に, 前者 がatthavihaに 続 いてpinda-suddhiと い う術語 を採用

し, 後者 がpipda-nijjuttiと い う読みを とつている点 にある。

第六章 が空衣派伝Pn. で あ る ことは疑問の余地がないので, そ の意 図 す る も

の が何であれ, 一 旦 それ をPn. とい う立 場 に 戻 す と, programを 記 す このv. 

は, 現 存Pn. の よ うにd)は-nijjuttiで な け れ ば意 味 を な さな い し, pinda-

suddhiと い うtechnicaltermsは, そ れ は白衣派 の知 らぬ用語 であるか ら17), こ

の よ うな特殊 な表現 を もつ6. 2は, 成 立 の遅 い, 空 衣派 内で読 み か え られ たv。
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と理解 せ ざるを得 ないのであ る。

次にuggama-dosasの 名称 を数 える6. 3f. とPn. 92f. で あ るが, 前者 はその

3と4abcで, 17のdosasを 数 え上 げてい る。 ところがそ の4dは,「 以上が16

のuggama-d. で あ る」 と言つて, それ は3aff. の 内容 と矛盾す る。 総数 を16と

す るのはジャィナ教 の伝統 であるか ら, 4dを 除 く3aff. に間違 いがあ るのだが, 

一体何 が新 たに加 え られたのであろ うか。

それ を見 出す には, 3f. と92f. とを比較 し, さ らに それ らに続 く, 17(16)

dosasを 解 説す るvv. を, 空, 白二 派の間で見比 べて, 何 がPn. に欠 け る か を

見 れば良いのであるが, そ うい う手続 きを経 て浮 び上って くるの はbali-d. で あ

る。

と ころで, 空 衣派の伝 統内に住 むVasun. とPhadkuleは, 一 つ が余分 であ る

と気付 いた までは良 かつたが, 何 を除外す べきかが判 らず, 揚 句の果 ては, 最 も

重大 なuggama-d. で あ るadhakammaを 除 くべきだと考 えて しまつ た18)。勿 論

それは誤 りである。

上 のよ うに, bali-d. が新 に加 わつたd. と判 明 した今, 当然 なことであ るが, 

そ れを解説す る6. 12も 新 しいv. と言 わなけれ ばな らない。

upPayapa-d. に関 す るvv. は ど うか と言 うと, 6. 26f. やPn. 408f. が このdosa

の細 目を記 し, そ の解説 は, 前 のb. の場 合 同様, 続 く諸偶 が それを行 な うが, 

先 ず408f. と6. 26f. の 間 にはかな り大 きな差違が見 られ, 前者 が

dhai dui nimitte a jiva vanimage tigiccha ya 

kohe mane maya lobhe ya havanti dasa ee. (Pn. 408) 

puvvirn paccha santhava vijja mante ya cunna joge ya 

uppayanai dose solasame mula-kamme ya. (Pn. 409)

とい うtextを 示 す時, 後 者 はそれを

...a jive vanivage ya tegimche 

kodhi mani mayl lobhi...(6.26)

... santhudi...

... solasamo...(6.27)

と改め, e-Nominativeか らの脱却 とい う新 しい傾向を覗 かせ る(26bは 例外)。

このdosaに お いて も, そ の細 目の総数は16で あるが, 何 を以て16と す るか

は, 上 の偶 を見 るだけでは必ず し も明確 にな らないので, Pn. 410ff. や6. 2ff. を

調 べて, そ のdosasを 抽 出 す る と, そ れ はPn. で は, 1 dhai,..., 11 santha-
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va,..., 14 cuppa, 15 joga, 16 mula-kammaが 考 え られ てい る。

一方, 第 六章 においては, 上 の内容紹介 の所 で 名 を挙 げ られ た もの が16の

dosasと され, puvvi santhudiとpaccha santhudiは 別 々の概念 と見 られている。

Pn. の15, 即 ちjogaは, こ こでは無視 されている。

Pn. の数 え方 はMahanisiha19)に そ の支持 があるが, V. に は その よ うな もの

がな く, そ の上, jogaの 等 閑視 は決定的な過誤 であ るか ら, 我 々はMac. をori-

ginal versionと す る ことはできない。

む しろPn. の方 が名称列挙のvv. の み な らず, dosasの 理 解 におい て もorigi-

nal乃 至 それに近 い ものを伝 えてい るのである。

sarpjoyapa-d. とpamapa-d. を解 説す るためには, Mac. は僅 か一偶 で もつ て

そ れを行 ない, Pn. は19偶 を費すので, 両者 の新古 は簡単 には述べ られないが, 

第 六章 の方が よ り古 い ものを伝 えてい るとは言い難 い。 即 ち, 今 まさに述べた よ

うに, これ らのdosasに 関 して, 第 六章 はたつた一偶 で以てそれを説 明す るが, 

これ は, 他 のdosasが 各 々, 少 な くとも一偶 を もつて解説 され てい る20)事 実 を

考え ると, そ れは不 自然 である。

完全 には一致 せず, 加 えてその内容 は貧 弱 す ぎ るが, 6. 57は, Pn. 638abと

644cdのcombinationに よつて成立 した ものではなかろ うか。

第八のkarana-d. に関 しては, そ の説 明に第六章 は四偶, Pn. は 六偶 を用意 し

てい る。 両者の関係 は以下 の様 で, paralle1を なすvv. は 各 々三 つである。

Pn. 661, 662, 663f., 665, 666, 667, 欠

ii ii ii

第 六 章59, 60, 欠, 欠, 61, 欠, 62

食事 を した り断食 した りす るには, それぞれ六つの理 由があるとannounceす

る661=59に 続 いて, 662=60は, 食 事 を摂 る六因を羅列 し, 続 く663f. が そ れ

を一つ一つ解説す るが, この663f. はAbhayadevaに よ つてbhasya-gathasと 言

われ, Prof. Alsdorf21)も それ を承認 してい られ る。 従 つ て663f. はNijjuttiの

w. で は な く, Bhasaの 段 階に属す る成立 の新 しい ものだ と判断 して良い であろ う。

663f. がbhasya-9. な ら, 666に 記 された断食 の六 因を 解 説 す る667f. も同 様

にbhasya-g. で, これ らは本 来のNijjuttiに は存在 しなかつた ものである。

ところで, 第 六章 に おけるよ うに, Pn. 662(=6.60)の 次 に直 ち に666(=6. 

61)が 続 けば, 挿 入 され る ことのなかつた偶 は665で あ る。663f. が 間 に入 つ た

ために, 666へ の導入 のv. が再 度必要 にな り, そ のために655と い うSlokaの
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古 い 偶 が 差 し込 ま れ た。 既 にProf. Alsdorf22)は"…we can infer with tolerable

certainty that there was an original version where not only the announcements 

but also the two lists of six reasons each for eating and fasting were com-

posed in Slokas."と 言 つてい られ る。

一方, 第 六章 も新 しいv. を所 持 してお り, そ れが62で あ る。 これは食事 をす

る理由を述 べる もので あるが, この問題 は既 に60で 扱 われているので, v. 62は

余 分なverseで あ る。

さて, parallelを なす偶 につい ては, 両本 の間でいかな る関係が見 られ るか と

い う本題 に戻 るが, このkarapa-d. に お いて も, 我 々はPn. の 方 にそ の古 さを

認 める ことが できる。 即 ち, 662=60や666=61のparallelを 他 者に求 め ると, 

parallelの 全 てはPn. のvv. に合 致 し, しか もそれがThanaと い う聖 典 に も

存在す るのである23)。 蒐

以上, 紙 数 の制限 のた め, ご く僅 かのgathasし か扱 えなかつた が, Pn. と第

六章 の間 でparallelを な すvv. は, 全 部Pn. の ものがoriginalか, あ るいはそ

れに近 いtextで あ ると言 うことがで きたか と思 う。
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 at J. J. Augustin, Gliickstadt 1963, p. 70. 

12) E. Leumann, Ubersicht fiber die Avasyaka-Literatur, Hamburg 1934, p. 16. 
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13)事 実, bhasya-gathasが 入 り込 ん でい る。 本 文P. 452参 照。

14)例 え ばpamapa-d. に関 し て, 6. 57cdは 「量 を越 して食べ る こ とが, 過 量 に 摂 る

とい う罪 で あ る」 とい い, そ の註 とv. 72は,「 胃袋 の2/4は 固 形食 物 で 満 た し, 1/4

は水 のた め, 残 る1ん は空 つ ぼ に せ よ」(意 訳。 以下 同 じ)と 教 え るが, Pn. は, 一 度

の食 事 に三 十 二 口以 上 食 べ た り, そ の よ うに 多量 を連 日摂 つ た り, 油 こい もの を食 べ

た り, 何 度 も食 事 す る こ とがpamapa-d. で あ る と述 べ, 酷 暑 期 に は, 胃の2/6が 固形

食 物, 3/6が 水, 1/6は 空 気; 暑 期, 寒 期, 及 び暑 くも寒 く もな い時 期 に は, 胃の3/6が

食 物, 2/6が 水, 1/6が 空 気; 厳 寒 期 に は4/6が 食 物, 1/6は 水, 残 る1/6が 空 気 で 満 た さ

れ る よ うにせ よ と命 ず る。

ま たdhai-d. に つい て, Mac. とPn. は, そ のdhalの 分 類 に お い て, 共 に そ れ

を, 1子 供 の 身 体 を洗 う乳 母, 2飾 る乳 母, 3子 供 と遊 ぶ 乳 母, 4ミ ル クを飲 ま

せ る乳 母, 5子 供 に添 い寝 を す る乳 母 と分 け る点 で共 通 す るが, で は何 を す れ ば 罪

にな るか とい う問 い に関 して は, 違 つた 考 え 方 を示 して い る。 即 ち前 者 は,「 こ れ ら

五 種 の 乳母 の働 き を す る こと に よ つ て食 物 を 得 る と, dhai-d. が 成 立 す る」(6.28)

とい うの に対 して, Pn. は, 例 を乳 を飲 ませ る乳 母 に とつ た 場 合, 以 前 か ら知 つ て い

る家 にや つ て来 て, そ の家 で泣 い て い る子 供 を見 て, そ の 母 に,「 この子 は 今 な お 乳

を食 と し てい るが, 今, 乳 を得 る こと が で きず に泣 い てい る。 だ か ら, 先 ず私 に食 物

を 与 え, 次 い で彼 に乳 を飲 ませ よ」 と言 つ た り,「 先 ず 彼 に飲 ま せ, 次 に 私 に 食 物 を

与 え よ」,「私 は今 い らな い の で, 彼 に乳 を飲 ませ よ。 私 は 後 で 来 る」(412)「 こ の世

で得 に くい こと は息 子 の顔 を見 る こ とだ。 彼 に乳 を与 え よ。 お 前 が授 乳 しな い な ら, 

私 が飲 ま せ よ う。 あ る い は人 を使 つ て飲 ませ よ う」(413)と 言 う こ とが そ のdosaで

あ る とす る。 ま た, 托 鉢 の途 中, あ る元 気 の な いsraddhikaを 見 て,「 お前 は ど う し

て 悲 しそ うに して い る の か」 と問 い, 彼 女 が 「私 はか くか くしか じか の家 で乳 母 を し

て い た が, 追 い 出 され た」 と答 え る の を聞 い て, 彼 女 の元 の 雇 用 者 の所 に行 つ て, 新

に雇 用 さ れ た乳 母 に つ い て悪 口 を言 い, 彼 女 を首 に させ, 元 の乳 母 を再 び そ の地 位 に

就 か せ る(415ff.)こ と も4のdhai-d. で あ る とい う。

15)そ の構 成 に つ い て は, A. Mette, Pipd'esapa, Wiesbaden 1973, P. 17f..

16) pinde uggama uppayan' esana joyana pamanam ca 
 ingala dhuma karana atthaviha pinda-nijjutti// 

 ab) uggama uppadana esanam ca sam jo janarp pa, Mac.; 

 d) pinda-suddhi du Mac.. 
17) pinda-visohiと い う 用 語 は あ る。Deleu oP. cit. P. 70, Ohanijjutti Bhasa 3等。

18) 例 え ばPhadkuleは, adhakammaに つ い て, そ れ をath prakar ke pinda-suddhi

 ke dosom se bhinn he. yeh mahados he. と 言 う。

19) Deleu op. cit. p. 70. 

20)ingala-とdhuma-d. も 一 偶 で も つ て 説 明 さ れ る が, こ れ ら は 古 く は 一 つ のdosa

 と 見 な さ れ て い た。 拙 著p. 129参 照。

21)L. Alsdorf, The Arya Stanzas of the Uttarajjhaya, Wiesbaden 1966, p. 196. 

22) Ibid. p. 197. 

23)Ibid. P. 195に, parallelの 見 られ るtextsが 挙 げ ら れ て い る。
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